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 ニ ホ ン ヤマ ビ ル （ H a e m a d i p s a  j a p o n i c a；以 下 、 ヤマ ビ ル） は 、 哺乳 類 や ヒト
への 吸 血 性を も つ 陸生 ヒ ル であ り 、 日本 で は 本州 、 四 国、 九 州 に分 布 す る。 日
本に お け るヤ マ ビ ルの 分 布 は、か つて は山 中 や 渓谷 に 限 定 さ れ て いた 。しか し、
1 9 9 0 年 代以 降 、全 国的 に ヤ マビ ル に よる 吸 血 被害 が 多 数報 告 さ れる よ う にな っ
た。 ヤ マ ビル は 尺 取虫 様 に 移動 す る こと を 考 慮す る と 移動 性 は 低い と 考 えら れ
る。 そ の ため 、 ヤ マビ ル の 近年 の 分 布拡 大 と 野生 動 物 の分 布 拡 大と の 関 連性 が
指摘 さ れ てい る 。 また 、 ヤ マビ ル の 吸血 被 害 は林 業 作 業の 支 障 とな る な ど問 題
化し て い る。 こ の よう な 問 題を 解 決 する た め に、（ 1） ヤマ ビ ル はど の よ うな 吸
血対 象 （ 宿主 ） 動 物を 介 し て広 が っ てい る の か、（ 2） 現在 の ヤ マビ ル の 分布 拡
大は ど こ の集 団 を 核と し て どの 程 度 広が っ て いる の か 、と い う 点を 解 明 する 必
要が あ る 。本 研 究 では こ の 2 点 に 着 目し た 。  
第 2 章 で は 、 全 国 2 6 箇 所 で 採 集 し た ヤ マ ビ ル の 消 化 管 に 残 る 吸 血 液 の
i n v e r t e b r a t e - d e r i v e d  D N A（ i D N A）の ミ トコ ン ド リア D N A（ m t D N A）の 1 6 S リ ボ
ソー ム R N A（ r R N A）遺伝 子 領 域の 塩 基 配列 を 決 定し 、宿主 動物 の 同 定を 行 っ た。
その 結 果 、 1 4 4 匹 の ヤマ ビ ル から 1 7 種 類（ 哺 乳 類 1 0 種 と 両生 類 7 種 ）の 宿 主
動物 が 同 定さ れ た 。また 、1 匹 の ヤマ ビ ルか ら 1 種類 の 宿 主動 物 が 同定 さ れ た。
さら に 、 ニホ ン ジ カ（ 以 下 、シ カ ） がヤ マ ビ ルの 主 要 な宿 主 動 物で あ っ た 。 シ
カの 分 布 の在 ・ 不 在が ヤ マ ビル の 宿 主動 物 の 選択 性 に 与え る 影 響を 検 討 した 結
果、 シ カ の分 布 の 在・ 不 在 によ っ て 、ヤ マ ビ ルの 宿 主 動物 の 組 成 が 有 意 に異 な
って い た 。 シ カ が 分布 す る 地域 で は 、ヤ マ ビ ルの 無 尾 目（ カ エ ル類 ） の 吸血 利
用が 減 少 する 一 方 で、 シ カ の分 布 が 確認 さ れ てい な い 地域 で は 、 無 尾 目 （カ エ
ル類 ） が 重要 な 宿 主動 物 で あっ た 。 これ ら の こと は 、 シカ の 増 加に 伴 い 、ヤ マ
ビル の 主 要宿 主 動 物が 無 尾 目 （ カ エ ル類 ） か らシ カ に 変化 す る こと で 、 ヤマ ビ
ルの 成 長 と繁 殖 力 が増 し 、 結果 と し てヤ マ ビ ル個 体 群 の増 加 ・ 拡大 を も たら し
たも の と 考え ら れ た。  
第 3 章 で は 、現 在 のヤ マ ビ ルの 分 布 拡大 が ど この 集 団 を核 と し て広 が っ たの
か明 ら か にす る た め に 、 ヤ マビ ル が 地域 的 な 遺伝 的 組 成の 違 い （地 理 的 遺伝 構
造） を も つか 検 討 した 。 最 初に 次 世 代シ ー ケ ンサ ー を 用い て ヤ マビ ル で 利用 可
能な 核 D N A の マイ クロ サ テ ライ ト（ S i m p l e  S e q u e n c e  R e p e a t； S S R）マ ーカ ー を
開発 し た。次 に、全国 で 採 集し た ヤ マビ ル の m t D N A お よび 核 D N A の 遺伝 情報
を用 い て 、ヤ マ ビル の地 理 的 遺伝 構 造 と遺 伝 的 分化 を 調 べた 。全国 3 9 集 団 5 0 8
個体 の m t D N A の シ トク ロ ム c オ キシ ダー ゼ サ ブユ ニ ッ ト 1（ C O I）遺 伝 子 領域
の塩 基 配 列を 用 い た系 統 解 析の 結 果 、秋 田 県 から 徳 島 県に か け て広 く 分 布す る
A 系統 群と よ り 限定 され た B 系 統 群の 2 つ に大 別 さ れた の みで 、m t D N A の 各 地
域で の 遺 伝的 な 差 異は み ら れな か っ た。 一 方 、本 研 究 で開 発 し た 9 つ の 核 S S R
マー カ ー を用 い て 全 国 3 7 集 団 7 9 8 個体 の ヤ マビ ル を 解析 し た 結果 、 明 瞭な 地
理的 遺 伝 構造 が み られ た 。 した が っ て 、 核 S S R マ ーカ ーを 用 い た遺 伝 解 析は 、
どこ の 集 団を 核 と して 広 が った の か 推定 す る 上で 、 有 効で あ る と考 え ら れた 。  
第 2 章 の 結 果、 栃 木県 の ヤ マビ ル の 主要 宿 主 動物 は シ カで あ っ た。 栃 木 県内
南北 の ヤ マビ ル の 分布 地 は 、シ カ の 分布 地 を 介す る と 繋が る 一 方で 、 第 3 章 の
核 S S R マ ー カ ーを 用い た 遺 伝解 析 の 結果 、栃木 県 内 のヤ マビ ル 集 団は 南 北 間で
遺伝 的 分 化が み ら れ、 遺 伝 的交 流 を 伴う 移 動 は生 じ て いな い と 推察 さ れ た 。 そ
のた め 、第 4 章 で は 、栃木 県 を 例と し て 、シカ 自 身の m t D N A の遺 伝子 型（ ハ プ
ロタ イ プ ）の 地 理 的遺 伝 構 造 を 明 ら かに す る とと も に 、ヤ マ ビ ルの 吸 血 液か ら
得ら れ た シカ の i D N A のハ プ ロタ イ プ の地 理 的 分布 と 比 較す る こ とで 、 シ カの
移動 を 介 した ヤ マ ビル の 拡 大範 囲 と 、ヤ マ ビ ルが 県 内 の南 北 で 遺伝 的 に 分化 し
てい る 要 因に つ い て検 討 し た。 栃 木 県内 南 北 で採 集 し た シ カ 自 身と ヤ マ ビル か
ら得 ら れ た シ カ の i D N A を用い て、 両 者の m t D N A の 1 6 S  r R N A の ハプ ロ タ イ プ
を比 較 し た 。 そ の 結果 、 シ カ自 身 の ハプ ロ タ イプ は 、 栃木 県 の 南北 間 で 地理 的
なま と ま りが み ら れた 。 ま た、 ヤ マ ビル か ら 得ら れ た シカ の i D N A の ハ プロ タ
イプ は 、 シカ 自 身 のも の と 対応 し て 栃木 県 の 南北 間 で 分化 が み られ た 。 これ ら
のこ と か ら、 栃 木 県に お け るヤ マ ビ ルの 分 布 拡大 は 県 内の 南 北 にあ っ た 古く か
ら分 布 し てい た 各 集団 の 周 囲に 十 数 k m の 狭い 範 囲 で 広 が って い る のみ で あ り、
この よ う に分 布 拡 大範 囲 が 限ら れ て いる の は 、シ カ の 行動 圏 が 限ら れ て いる た
めと 考 え られ た 。  
以 上の 結 果 から 、 昔 から ヤ マ ビル の 分 布す る 地 域で 、 シ カが 増 加 ・ 分 布 拡大
する と 、ヤ マ ビ ルも 増加 し て 比較 的 狭 い範 囲 で 分布 拡 大 する こ と が示 唆 さ れた 。
その た め 、 こ の よ うな 条 件 にあ た る 地域 で は 、 シ カ の 管理 が 、 ヤマ ビ ル の繁 殖
抑制 に つ なが り 、 ヤマ ビ ル の 分 布 拡 大対 策 と して 有 効 であ る と 考え ら れ た。  
